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・アジアにおける⽇本の特徴、ヨーロッパ諸国と⽇本の違いなどを考慮しつつ
、スマホやインターネットが⼦どもに浸透する中で、その影響を明らかにするこ
とが求められている。

１．研究背景と本報告の概要

・スマホ利⽤の低学年化、インターネット利⽤時間の拡⼤などの実態を踏まえ、⼩
中学⽣のICT利活⽤が、⼦どもの⽣活に与えている影響を明らかにすることを⽬
的に、関東1都6県の⼩中学⽣の親⼦に調査を実施。

・本稿では、特に⼩中学⽣の⾃⼰効⼒感に与える影響が⼤きいICT利⽤実態
やライフスタイルを明らかにするため、数量化理論第Ⅱ類で分析・考察をした結
果について報告。
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・調査⽅法︓訪問⾯接調査(2017 年10 ⽉に実施)
・調査対象︓関東(1 都6 県)在住の⼩中学⽣とその保護者500世帯
・調査内容︓ライフスタイル変数、ICT 利⽤状況、基本属性
・標本抽出法︓層化⼆段抽出[クォータサンプリング法(都市規模別性年代)]

⺟集団(H27年国勢調査)の⼈⼝に基づき、7〜15歳の都市規模
別⼈⼝構成⽐に応じて、町丁⽬(50地点)を⽐例配分して抽出
し、抽出された町丁⽬において、7〜9歳、10〜12歳、13〜15歳
の都市規模別性年代⼈⼝構成⽐に応じて個⼈を割り当て、該当
者をランダムウォーク法で抽出

調査の実施⽅法は以下

２．調査概要 ――調査⽅法――



4 /9３. 仮説・分析⽅法 ――⼩中学⽣の⾃⼰効⼒感に関するモデル――

⼦どもの⾃⼰効⼒感に与える影響が⼤きい変数として、①ライフスタイル変数、②ICT利⽤状
況、③基本属性を候補に選定。
⇒数量化理論第Ⅱ類で相互関係を計量化。

[外的基準]
⼦どもの

⾃⼰効⼒感

③基本属性

年齢

①ライフスタイル変数

相互関係を
計量化

(数量化理論第Ⅱ類
を利⽤)

保護者
の年齢

②ICT利活⽤状況

ケータイ使い始め年齢 モバイルネット利⽤
時間

家族と過
ごす時間

宿題をす
る時間

ゲームで
遊ぶ時間

学業成績
の評価

スマホ・タブを利⽤することで疑問に思った
ことを検索するようになった
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設問 選択肢

・いっしょうけんめいにやれば、むずかしいもんだいでもかいけつできる
・おもいがけないもんだいにもたいしょできるじしんがある
・なにかもんだいがおきたとき、いつもいくつかのかいけつ⽅法が⾒つけられる

１．あてはまらない
２．すこしあてはまる
３．かなりあてはまる
４．とてもあてはまる

表１ ⾃⼰効⼒感の設問と選択肢

⼩中学⽣の⾃⼰効⼒感を得点化するため、Schwarzer⽒とJerusalem⽒によるGSE(⼀般性
⾃⼰効⼒感尺度)を⽤いた。
本調査では、⼩中学⽣を対象とした正確な回答を得るため表１に⽰す3問の設問に絞り回答を
得た。それぞれの設問について、「あてはまらない」を1点、「すこしあてはまる」を2点、「かなりあては
まる」を3点、「とてもあてはまる」を4点としてその合計点を⾃⼰効⼒感の得点とした。

３. 仮説・分析⽅法 ――⾃⼰効⼒感の得点化――
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⼀⽣懸命にやれば、難し
い問題でも解決できる

思いがけない問題にも対
処できる⾃信がある

問題が起きた時、解決
⽅法が⾒つけられる

⼩学４年⽣(n=53) ⼩学５年⽣(n=57)
⼩学６年⽣(n=51) 中学１年⽣(n=50)
中学２年⽣(n=59) 中学３年⽣(n=59)

⾃⼰効⼒感の得点(平均値)

図1  各設問の平均得点(学年別)
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各質問の学年ごとの平均得点は図1に⽰すとおりである。低学年の⽅がやや得点が⾼い傾向が
あったが、学年による⼤きな偏りは⾒られなかった。図2は⾃⼰効⼒得点の分布である。⾃⼰効⼒
感の得点が7点以下 (構成割合は44%)を第1群、8点以上(構成割合は56%)を第2群とした。

図2  ⾃⼰効⼒感得点の分布

３. 仮説・分析⽅法 ――⾃⼰効⼒感得点の傾向――



7 /94-1．調査結果 ――⼦どもの⾃⼰効⼒感に与える影響が⼤きい項⽬
――数量化理論第Ⅱ類を⽤いてモデルを作成した結果、表2のモデルが作成された。判別的中率はマハラノビス汎
距離では79%となったが、判別グラフ(図3)の重なりが⼤きく、相関⽐は0.17となった。

図3  判別グラフ

No. アイテム名 偏相関係数
1 ゲームで遊ぶ時間 0.20 
2 保護者の成績の満⾜度 0.19 
3 ケータイ使い始め年齢 0.18 
4 家族とすごす時間 0.14 
5 疑問に思っていることをすぐ調べるようになった 0.13 
6 宿題をする時間 0.12 
7 スマホ使い始め年齢 0.11 
8 スマホ・ケータイでのインターネット利⽤時間 0.09 
9 保護者の年齢 0.08 

表2 ⼦どもの⾃⼰効⼒感に対する偏相関係数

0%
10%
20%
30%
40%

32.521.510.50-0.5-1-1.5-2-2.5-3

カテゴリーウェイト

第1群(⾃⼰効⼒感得点7以下のグループ)
第2群(⾃⼰効⼒感得点8以上のグループ)

⾃⼰効⼒感との相対
的な関連性の強さの

順序は、
「ゲームで遊ぶ時間」
「保護者の成績の満

⾜度」、
「ケータイ使い始め

年齢」
であった。
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No. アイテム名 偏相関
係数 カテゴリー名

カテゴリーウェイト(⼦どもの⾃⼰効⼒感)
低い<== 　　　 ==>⾼い

やっていない(n=51)
2時間未満(n=107)
2時間以上(n=57)
ほとんど満⾜していない(n=30)
あまり満⾜していない(n=78)
満⾜している(n=107)
7歳以下(n=33)
8歳〜10歳(n=62)
11歳〜16歳(n=43)
使ったことはない(n=77)
3時間未満(n=42)
3時間〜4時間(n=37)
4時間以上(n=136)
該当あり(n=176)
該当なし(n=39)
1時間未満(n=124)
1時間以上(n=91)
11歳以下(n=47)
12歳(n=50)
13歳以上(n=45)
使ったことはない(n=73)
毎⽇1時間未満(n=114)
毎⽇1時間位(n=31)
毎⽇2時間以上(n=70)
40歳以下(n=68)
41歳〜45歳(n=75)
46歳以上(n=72)

保護者の年齢

スマホ使い始め年齢

スマホ・ケータイでの
インターネット利⽤
時間

0.089

0.13

0.11

0.09

6 0.12

疑問に思っているこ
とをすぐ調べるように

7

8

宿題をする時間

1

2

3

4

5

ゲームで遊ぶ時間

保護者の成績の満
⾜度

ケータイ使い始め年
齢

家族とすごす時間

0.20

0.19

0.18

0.14

0.17 
0.32 

‐0.74 
‐0.36 

‐0.45 
0.43 

‐0.09 
0.63 

‐0.42 
‐0.23 

0.60 
‐0.44 

‐0.06 
0.14 

‐0.65 
‐0.23 

0.31 
‐0.34 

‐0.08 
0.43 

0.00 
‐0.15 

0.42 
0.05 

‐0.07 
‐0.16 

0.23 
（判別的中率：79％、相関比：0.17）

4-2．調査結果 ――⼦どもの⾃⼰効⼒感に与える影響の特徴――
・モデルのカテゴリーウェイトからは、⾃⼰効⼒感の⾼い⼦どもの特徴として以下が挙げられた。

ゲームで遊ぶ時間は2時間未満

保護者が成績に満⾜している

ケータイの使い始めは8歳~10歳

スマホの使い始めは13歳以上

スマホ・ケータイでのネット利⽤時間を
1時間位に抑えている

家族とすごす時間が3時間未満
⇒⼀⼈の時間や家族以外と過ごす

時間を⽐較的確保している
ICT利⽤で、疑問に思っていることを

すぐ調べるようになった



9 /94-1. まとめ

3.分析結果
・モデルの偏相関係数からは「ゲームで遊ぶ時間」が最も⾼く、次いで「保護者の成績の満

⾜度」、「ケータイ使い始め年齢」が、⼦どもの⾃⼰効⼒感に対する偏相関係数が⽐較
的⾼く、⼀定の影響を与えていることがわかった。

・モデルのカテゴリーウェイトからは、⾃⼰効⼒感の⾼い⼦どもは、以下の特徴が⾒られた。
①時間を守りながら適度にゲームでの遊びやICT利⽤を実施、
②保護者の成績の満⾜度が⾼い、
③ケータイは8歳~10歳に使い始め、スマホは13歳以上に使い始め

２．調査・分析⽅法
⼦どもの⾃⼰効⼒感を得点化し、⼩学4年⽣から中学3年⽣までを2つのグループ
に分け、基本属性、ライフスタイル変数、ICT 利⽤状況を説明変数として、グ
ループを判別するモデルを数量化理論第Ⅱ類によって作成。

１．⽬的
スマホ利⽤の低学年化、学校へのタブレット利⽤拡⼤などの実態を踏まえ、⼩中学⽣の
ICT利活⽤が、⼦どもの⽣活に与えている影響を明らかにすることが求められる。
⇒本稿では⾃⼰効⼒感の⾼い⼦どもの特徴を分析


